
１　調査結果（小学校） ・・・県以上 ・・・県以下

国語 算数 国語 伸び 算数 伸び 国語 伸び 算数 伸び

埼玉県平均正答率 56.1 70.2 52.3 1 68.2 3 62.2 2 61.5 2

幸手市平均正答率 54.3 70.9 53.7 -1 69.1 3 62.0 2 64.5 2

H3１県平均との差 △ 1.8 0.7 1.4 △ 2 0.9 0 △ 0.2 0 3.0 0

Ｈ３０県
平均正答率 62.0 62.1 58.6 2 56.8 2 64.9 2 55.2 2

Ｈ３０幸手市
平均正答率

65.9 63.8 60.9 3 58.9 3 67.6 3 57.0 3

前学年時の
県平均との差 3.9 1.7 2.3 1.0 2.1 1.0 2.7 1.0 1.8 1.0

2　調査結果（中学校）

国語 伸び 数学 伸び 国語 伸び 数学 伸び 英語 国語 伸び 数学 伸び 英語 伸び

埼玉県平均正答率 63.3 2 59.8 2 59.3 1 59.8 2 56.3 53.4 1 58.2 2 55.8 4

幸手市平均正答率 62.1 0 57.7 1 56.5 1 53.7 0 50.5 50.8 1 56.0 2 50.4 3

H３１県平均との差 △ 1.2 △ 2 △ 2.1 △ 1 △ 2.8 0 △ 6.1 △ 2 △ 5.8 △ 2.6 0 △ 2.2 0 △ 5.4 -1

Ｈ３０県
平均正答率 55.2 2 58.1 2 55.6 1 51.0 1 65.4 61.7 1 59.1 2 58.5 4

Ｈ３０幸手市
平均正答率 53.7 1 57.4 2 55.8 1 50.2 1 62.0 57.7 1 55.4 2 49.6 5

前学年時の
県平均との差

△ 1.5 △ 1.0 △ 0.7 0.0 0.2 0.0 △ 0.8 0.0 △ 3.4 △ 4.0 0.0 △ 3.7 0.0 △ 8.9 1.0

　

令和元年度　埼玉県学力・学習状況調査　正答率及び伸びの経年変化
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　全体の考察
・小学校の幸手市平均正答率は、６つのテストの中、４つで県平均正答率を上回っている。伸びについてはほぼ県平均と同じ状況である。また、昨年度取り組
んだ算数のパワーアップシート及び確認テスト、幸手市学力調査により、幸手市全体として算数の学力の向上は成果が出てきている。今後は、国語が伸びるよ
うに各学校の取組を見直す必要がある。
・中学校の幸手市平均正答率は、全て県の平均点に達していない。授業改善、家庭での学習、スマホ等の生活環境の各側面から改善策を図っていることろで
あるが、大きく改善が見られなかった。幸手市学力向上推進協議会で作成している、数学及び英語のパワーアップシート・確認テストをできるまで繰り返し、基
礎学力の定着を図っていく。
　平成３０年度　幸手・桜の学びセミナ―（指導力向上研修）
　・文科省高等教育局専門教育課専門員　大根田頼尚氏　「埼玉県学力・学習状況調査から見られる学校経営と授業改善」　他６回実施
　令和元年度　　幸手・桜の学びセミナーについては、全７回を予定。埼玉県教育局市町村支援部、東部教育事務所等から指導者を招聘し実施。
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★「伸び」について

「伸び」とは、「学力推定結果の平均値（＝能力値）」を、学力を測

定する尺度上で一定の間隔で分割して表したもの（レベル）を、昨年

度と比較したときの差分を表します。

この「伸び」が高いほど、昨年度からの学力の伸びが大きいと考え

られ、昨年度実施時から今年度実施時までの、各学校や市教育委

員会における施策の効果が検証できるものと考えられています。

同一集団を比較すると・・・

①５年生の国語の県平均点との差は+2.3であったが、６年生になる

と△0.2になっている。算数では、+2.1であったが、６年生では+3.0

になっている。国語は県とほぼ同等の平均正答率、算数は昨年と

同様に伸びが見られる。

同学年で比較すると・・・

②中学校では、昨年度の３年生は県平均との差が国語△４．０、数

学△３．７、英語△８．９であったものが、今年はその差を縮め、国

語△２．６、数学△２．２、英語△５．４となっている。


